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Abstract 
The increasing need to re-educate members of society presents good opportunities for Gifu City to offer information to the 

public. At Gifu City Women’s College (GCWC), a library has been opened to the public and continuing education classes in 
cooperation with other universities have been set up. However, the number of participants in the open classes at GCWC has not 
increased. The purpose of this investigation is to explore the cause of participant reduction. We conducted an opinion poll in order 
to better understand the current situation. The results will be used to help improve open classes offered in the future. 
 
緒言 
 現在、日本における人口の高齢化はさらに進んでおり、その

ため、人生50年型ライフスタイルをもとに構築された社会シス

テムを見直し、人生80年型ライフサイクルにあわせた社会シス

テムに転換していかなければならない。さらに、急激な社会変

化や急速な技術革新に対応するスキルアップやキャリア開発と

してのリカレント教育、また暮らしの質を高めるための様々な

学習活動を、ライフステージごとに支援していくことが求めら

れている。1) ｢個の育成｣は、｢地域経済｣と｢高等教育｣相互の成

長に繋がるため、｢地域を守り、育てる大学｣さらに｢地域に守ら

れ、育てられる大学(大学の開放)｣が求められている。そこで、｢企

業・大学・行政｣の連携を図るリカレント事業として、大学はキ

ャンパス内に生涯学習のため独自のセンターを設置し、公開講

座を開設するようになった。2) 文部科学省生涯学習政策局資料

によると、公開講座を行っている大学は、平成5年度に452校、

平成6年度に486校、平成8年度に525校、平成10年度に549
校、平成12年度には588校と、全国的に年々増加しており、そ

れに伴い受講者数も増加している。3) 
このように、社会人を対象とした再教育ニーズが高まるなか、

岐阜市としては、総合的な生涯学習推進体制の確立を目指し、

平成 5 年度に｢岐阜市生涯学習基本構想｣を策定し、体系的組織

の整備、学習機会の充実や情報の提供に努めてきた。そして、

平成 8 年には生涯学習都市宣言をし、｢長良川大学｣が設立され

た。しかし、市民のライフスタイルに応じた学習機会の提供や

様々な要望に対応したカリキュラムの編成など、生涯学習の充

実には様々な課題が残されていると思われる。4) 実際に、本学

でもこれまで地域交流を目的に図書館を開放し、他大学と連携

し｢長良川大学｣の｢リカレント課程｣として公開講座にも力を注

いできている。しかしその反面、本学における公開講座の受講

者数は、過去5年間を挙げると平成10年度52名、平成11年度

67名、平成12年度21名、平成13年度49名、平成14年度11
名と、伸びはあまり見られない。 
そこで小論では、その受講者数伸び悩みの原因を探るべく、

公開講座に対する意識調査を行い、現状を把握し公開講座に求

められているものを探ることで、本学の今後の公開講座(エクス

テンションセミナー)に活かすことを目的とする。 
 
Ⅰ．調査概要 
１．調査目的 
 本調査は、岐阜市立女子短期大学(以降、岐女短とする)におけ

る公開講座の受講者数伸び悩みについて原因を探ることにある。

現状を把握し、公開講座に求められているものを探ることで、

本学の今後の公開講座に活かすことを目的とする。 
 
２．調査方法 
1) 調査時期・対象 
 平成14年10月、主に岐阜を中心とする中部圏内外の218名 
 
2) 調査・集計方法 
集団調査法、留置調査法および郵送調査法で、単純集計およ

びクロス集計を行った。 
 
3) 調査領域 
① 基本属性 
② 趣味・嗜好の傾向 
③ ライフスタイル・カルチャースクール 
④ 公開講座に対する認知・要望、資格に対する興味 
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Ⅱ．調査項目・調査結果 Ⅱ．あなたご自身の趣味・嗜好についてお伺いします。 

 本調査では、以下の計33項目にわたる質問を、調査対象者に

行った。それぞれの質問は大きく４つに分類される。①では回

答者個人に関する質問を行い、②では回答者の趣味・嗜好に関

する質問を行い、③では回答者のライフスタイルとカルチャー

スクールについての質問を行い、④では公開講座に対する認知

や具体的な要望、資格への興味などの質問を行った。各質問項

目に対しては、それぞれ調査項目と以下に示すような意図をあ

らかじめ設定し、その回答によって調査意図に対する結果が示

せるように計画・実施した。詳細な質問計画や項目は以下の通

りである。なお、調査結果を項目の後に示す。 

Ⅱ－１．以下のものについて、あなたが興味のあるものを選ん

でください。(複数回答可) 

(1)法律11名(5.1%) (2)政治13名(6.0%) (3)経済22名(10.1%) 

(4)経営9名(4.1%) (5)金融12名(5.5%) (6)株12名(5.5%) (7)

商業3名(1.4%) (8)農業15 名(6.9%) (9)畜産1名(0.5%) (10)

水産2名(0.9%) (11)海洋6名(2.8%) (12)地質5名(2.3%) (13)

地球環境28名(12.8%) (14)天文18名(8.3%) (15)航空7名(3.2%) 

(16)自動車 32 名(14.7%) (17)機械 9 名(4.1%) (18)電気 6 名

(2.8%) (19)工学1名(0.5%) (20)建築22名(10.1%) (21)物理0

名(0.0%) (22)統計1名(0.5%) (23)数学3名(1.4%) (24)科学6

名(2.8%) (25)化学 2 名(0.9%) (26)生物 13 名(6.0%) (27)バイ

オテクノロジー8名(3.7%) (28)薬学9名(4.1%) (29)医学22名

(10.1%) (30)健康72名(33.0%) (31)スポーツ67名(30.7%) (32)

ダイエット55名(25.2%) (33)芸能34名(15.6%) (34)演劇16名

(7.3%) (35)音楽81名(37.2%) (36)美術44名(20.2%) (37)陶芸

17 名(7.8%) (38)写真 30 名(13.8%) (39)ガーデニング 36 名

(16.5%) (40)手芸 40 名(18.4%) (41)料理 57 名(26.2%) (42)食

品30名(13.8%) (43)育児14名(6.4%) (44)教育16名(7.3%) (45)

就職9名(4.1%) (46)福祉18名(8.3%) (47)冠婚葬祭9名(4.1%) 

(48)家事18名(8.3%) (49)インテリア56名(25.7%) (50)カラー

(色彩)23名(10.6%) (51)メイク38名(17.4%) (52)ファッション

69 名(31.7%) (53)国内旅行 66 名(30.3%) (54)海外旅行 44 名

(20.2%) (55)コミュニケーション 9 名(4.1%) (56)通信 4 名

(1.8 %) (57)パソコン45名(20.6%) (58)ゲーム16名(7.3%) (59)

コンピュータグラフィックス 6 名(2.8%) (60)情報 15 名(6.9%) 

(61)歴史 24 名(11.0%) (62)宗教 20 名(9.2%) (63)心理 25 名

(11.5%) (64)小説(執筆)7名(3.2%) (65)その他2名(0.9%) 

 
質問計画・調査項目・調査結果                

Ⅰ．あなたご自身のことについてお伺いします。 

Ⅰ－１．あなたの性別は 

(1)男性 60名(27.5%) (2)女性 158名(72.5%)                 

・性別によるクロス集計を行うことで、傾向の差異を見る。ま

た、男女のライフサイクルによる考察を行う。 

Ⅰ－２．あなたは既婚ですか、未婚ですか 

(1)既婚 129名(59.2%) (2)未婚 89名(40.8%) 

・既婚・未婚によるライフスタイルの差異を見る。 

Ⅰ－３．あなたのお住まいは 

(1)岐阜市内 70名(32.1%)(2)岐阜市外で岐阜県内59名(27.1%) 

(3)愛知県 43 名(19.7%)(4)その他 45 名(20.6%) 無回答 1 名

(0.5%) 

・岐阜市民とその他地域の傾向の差異を見る。 

Ⅰ－４．あなたの年齢は 

(1)19歳以下26名(11.9%) (2)20歳代65名(29.8%) (3)30歳代

24名(11.0%) (4)40歳代61名(28.0%) (5)50歳代31名(14.2%) 

(6)60歳以上11名(5.0%) 

・年齢による傾向の差異を見る。 

Ⅰ－５．あなたの職業は 

(1)会社員 70 名(32.1%) (2)公務員 26 名(11.9%) (3)自営業 16

名(7.3%) (4)主婦 40 名(18.3%) (5)高校生 1 名(0.5%) (6)大学

生27名(12.4%) (7)無職9名(4.1%) (8)その他23名(10.6%) 無

回答6名(2.8%) 

・職業による傾向の差異を見る。 

Ⅰ－５－a．職業が(1)～(3)の方に質問します。あなたの職業の

業種は 

(1)金融関係 11 名(9.8%) (2)広告関係 2 名(1.8%) (3)アパレル

関係10名(8.9%) (4)建築関係6名(5.4%) (5)電気・機械関係 

12名(10.7%) (6)不動産関係0 名(0.0%)(7)法律関係2名(1.8%) 

(8)医療関係 8 名(7.1%) (9)食品関係 5 名(4.5%) (10)教育関係

12名(10.7%) (11)その他38名(33.9%) 無回答6名(5.4%) 

・業種による傾向の差異を見る。 

・一般的な趣味・嗜好の傾向を見る。 

Ⅱ－２．あなたが趣味に対して１ヶ月にかける金額はいくらで

すか 

最高20万円(50歳代・男性・自営業)の人から、全くお金を使

わない0円の人までおり、平均金額は12,191円であった。 

・趣味・嗜好にかける金額の傾向を見る。また、趣味・嗜好の

傾向はライフスタイルに関係していることが言えるのではない

かと考え、次にライフスタイルについて尋ね考察した。 
Ⅲ．あなたのライフスタイルに関してお伺いします。 

Ⅲ－１．あなたの主な情報源は何ですか（複数回答可） 

(1)新聞 125 名(57.3%) (2)雑誌 77 名(35.3%) (3)自治体の広報

誌23名(10.1%) (4)インターネット66名(30.3%) (5)テレビ169

名(77.5%) (6)ラジオ 27 名(12.4%) (7)ポスター・チラシ 31 名

(14.2%) (8)その他7名(3.2%) 

・主な情報源を尋ね、公開講座の有効な告知法を探る。 

Ⅲ－２．あなたはどのくらい図書館を利用しますか 

(1)ほとんど毎日 5名(2.3%) (2)２～３日に１回 5名(2.3%)  
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Ⅳ．大学の公開講座についてお伺いします。 (3)週に１回 28 名(12.8%) (4)月に１回 39 名(17.9%) (5)半年

に１回 106名(48.6%) (6)年に１回 12名(5.5%) (7)ほとんど利

用しない 106名(48.6%) 無回答 2名(0.9%) 

Ⅳ－１．あなたは様々な大学で公開講座が行われていることを

知っていますか 

・図書館の利用率と公開講座受講意欲の関係を検討する。 (1)はい 121 名(55.5%) (2)いいえ 95 名(43.6%) 無回答 2 名

(0.9%) Ⅲ－３．あなたはどのくらい本を読みますか（コミック・漫画・

雑誌を除く） ・一般的な大学における公開講座の認知度を見る。 

Ⅳ－１－ａ．上の質問で(1)と答えた方に質問します。あなたは

今までにどこか（岐阜市立女子短期大学以外）の公開講座を受

講したことがありますか 

(1)週１冊以上25名(11.5%) (2)月２冊29名(13.3%) (3)月１冊

41名(18.8%) (4)２～３ヶ月に１冊27名(12.4%) (5)半年に１冊

19 名(9.6%) (6)年に１冊 19 名(8.7%) (7)ほとんど読まない 51

名(23.4%) 無回答5名(2.3%) (1)ある15名(12.4%) (2)ない105名(86.8%) 無回答1名(0.8%) 

・一般的な大学における公開講座の受講経験を見る。 ・読書量と公開講座受講意欲の関係を検討する。 

Ⅲ－４．あなたがよく読む本のジャンルは何ですか（複数回答

可） 

Ⅳ－１－ｂ．Ⅳ－１－ａで(1)と答えた方に質問です。具体的に

講座の内容を教えてください(複数回答可) 

（          ）大学（          ）講座 (1)文芸・ミステリー73 名(33.5%) (2)人文・社会・ノンフィク

ション39名(17.9%) (3)科学・技術13名(6.0%) (4)医学・看護

19名(8.7%) (5)コンピュータ・インターネット16名(7.3%) (6)

ビジネス・経済13名(6.0%) (7)法律・資格5名(2.3%) (8)建築

7名(3.2%) (9)教育・福祉10名(4.6%) (10)語学10名(4.6%) (11)

暮らし・実用・旅行84名(38.5%) (12)芸能・スポーツ30名(13.8%) 

(13)美術・デザイン・写真 31 名(14.2%) (14)児童書・絵本 26

名(11.9%) (15)女性・ライフスタイル・恋愛42名(19.3%) (16)

その他12名(5.5%) 

岐阜大学、岐阜薬科大学、朝日大学、聖徳学園大学、東海女

子大学、愛知大学、中部大学、同朋大学、名城大学、名古屋芸

術大学、日本福祉大学などがあった。 

講座内容は、｢食品｣｢医学｣｢健康｣｢語学｣｢地球環境｣｢スポー

ツ｣などの分野があった。 

・実際に受講した講座の内容を聞き、趣味・嗜好との関係を見

る。 

Ⅳ－２．あなたは岐阜市立女子短期大学で公開講座が行われて

いることを知っていますか ・好みのジャンルによって、興味ある公開講座の分野が伺えな

いか考察する。 (1)はい 43 名(19.7%) (2)いいえ 167 名(76.6%) 無回答 8 名

(3.7%) Ⅲ－５．あなたは現在、生涯教育施設(カルチャーセンター・お

稽古事)に通っていますか ・岐女短における公開講座の認知度と、一般的な大学の認知度

を比較する。また、岐阜市民の認知度を見る。 (1)はい 50 名(22.9%) (2)いいえ 166 名(76.1%) 無回答 2 名

(0.9%) Ⅳ－２－ａ．上の質問で（1）と答えた方に質問します。あなた

は今までに岐阜市立女子短期大学の公開講座を受講したことが

ありますか 

・生涯教育施設の利用率を男女別で見る。ライフサイクルの違

いによる傾向が見られないか、またカルチャースクール等に通

っている人は、公開講座にも興味のある人が多いのではないか、

考察する。 

(1)ある6名(14.0%) (2)ない37名(86.0%) 

・岐女短における公開講座の受講経験を見る。 

Ⅲ－５－ａ．上の質問で(1)と答えた人に質問します。何を習っ

ていますか、また１ヶ月にかける生涯教育の総額はいくらです

か 

Ⅳ－２－ｂ．Ⅳ－２－ａで(1)と答えた方に質問します。具体的

に講座の内容を教えてください(複数回答可) 

（           ）講座 

生涯教育の内容は、運動分野(スイミング、スポーツジム)や

趣味分野(茶道、陶芸、フラワーアレンジメント、絵手紙、トー

ルペイント、着付け、大正琴、料理、パン教室、和裁、合唱、

書道、手話)や、スキルアップ分野(パソコン)などがあった。 

 回答者なし。 

・岐女短で受講した公開講座を挙げ､趣味・嗜好との関係を見る。 

Ⅳ－２－ｃ．Ⅳ－２の質問で(1)と答えた方に質問します。公開

講座についての情報は何で知りましたか（複数回答可） 

(1)広報ぎふ13名(59.1%) (2)インターネット0名(0.0%) (3)チ

ラシ3名(13.6%) (4)その他6名(27.3%) 

 また、生涯教育施設に通っている人の内、生涯教育に対して

１ヶ月に使う金額は、最高３万円の人から無料講座を受けてい

る０円の人がおり、平均金額は8,024円であった。 ・岐女短における公開講座を認知している人は、どこからその

情報を得たのか探ることで、告知法について検討する。 ・生涯教育の内容を探ることで趣味・嗜好の傾向と比較する。

またお金を費やしてでも学びたい興味のあることは何か考察す

る。その費用はどのくらいかを見る。 
Ⅳ－３．Ⅳ－１－ａまたはⅣ－２－ａの質問で(１)と答えた方

に質問します｡中でも興味深かった講座はどのような講座ですか  
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（                     ）講座 ・具体的な講座の対象について尋ねた。 

Ⅳ－１１．公開講座の形式はどのようなものがよいですか（複

数回答可） 

 ｢新老人｣｢パリコレ｣という回答があった。 

・公開講座の受講経験者の内、講座としてどのようなものに興

味があるのか探る。 (1)講義 116 名(53.2%) (2)実技 122 名(56.0%) (3)実験 44 名

(20.2%) (4)現地講座56名(25.7%) (5)遠隔授業(Webを使った形

式)10名(4.6%) 

Ⅳ－４．あなたが公開講座に参加するとしたらどのような時期

に開講してほしいですか 

(1)４月～７月 18 名(8.3%) (2)８月～９月 49 名(22.5%) (3)１

０月～１月20名(9.2%) (4)２月～３月8名(3.7%) (5)いつでも

よい110名(50.5%) (6)その他7名(3.2%) 無効回答6名(2.8%) 

・具体的な講座形態について尋ねた。 

Ⅳ－１２．公開講座はどのような人から話を聞きたいですか 

(1)大学の教員111名(50.9%) (2)外部講師(現場で活躍している

人など)85名(39.0%) 無効回答22名(10.1%) ・設問Ⅳ-4 からⅣ-12 では具体的な公開講座の開講形態等に関

する希望調査を行った。現状と比較検討することで、公開講座

の受講者数伸び悩みの原因を探る。開講時期について尋ねた。 

・具体的な講師について尋ねた。 

Ⅳ－１３．大学による公開講座のイメージはどのようなもので

すか（複数回答可） Ⅳ－５．公開講座の行われる日はいつがよいですか 

(1)平日36名(16.5%) (2)土曜日55名(25.2%) (3)日曜日・祭日

52 名(23.9%) (4)夏休み・冬休み等長期休暇 29 名(13.3%) (5)

いつでもよい35名(16.1%) 無効回答11名(5.0%) 

(1)受講料が安い40名(18.3%) (2)受講料が高い14名(6.4%) (3)

大学の先生の講義が受けられる 80 名(36.7%) (4)高度な学問を

身に付けられる23名(10.6%) (5)大学の雰囲気を味わえる84名

(38.5%) (6)難しそう47名(21.6%) (7)楽しそう30名(13.8%) (8)

高度な学問の一端に触れられる 55 名(25.2%) (9)何も思わない

17名(7.8%) (10)その他3名(1.4%) 

・具体的な開講日について尋ねた。 

Ⅳ－６．公開講座の行われる時間帯はいつがよいですか 

(1)午前57名(26.1%) (2)午後77名(35.3%) (3)夜間39名(17.9%) 

(4)いつでもよい40名(18.3%) 無効回答5名(2.3%) ・大学による公開講座のイメージを聞き、一般的に考えられて

いる講座のメリット・デメリットを見る。 ・具体的な開講時間帯について尋ねた。 

Ⅳ－１４．次のうち、あなたが興味のある講座は何ですか（複

数回答可） 

Ⅳ－７．一つの講座に関して何回行われるのがよいですか 

(1)１回 74 名(33.9%) (2)４～５回 131 名(60.1%) (3)１０回以

上11名(5.0%) 無回答2名(0.9%) (1)外国語36名(16.5%) (2)外国文学20名(9.2%) (3)人間学40

名(18.3%) (4)ジェンダー論16名(7.3%) (5)心理学68名(31.2%) 

(6)情報処理32名(14.7%) (7)人体構造と機能23名(10.6%) (8)

社会生活と健康35名(16.1%) (9)健康科学45名(20.6%) (10)食

品の安全性 44 名(20.2%) (11)栄養学 26 名(11.9%) (12)調理学

22名(10.1%) (13)家庭科学17名(7.8%) (14)ファッションデザ

イン 55 名(25.2%) (15)染色 33 名(15.1%) (16)色彩学 27 名

(12.4%) (17)グラフィックデザイン27名(12.4%) (18)プロダク

トデザイン 8 名(3.7%) (19)インテリアデザイン 43 名(19.7%) 

(20)その他5名(2.3%) (21)なし3名(1.4%) 

・具体的な講座の回数について尋ねた。 

Ⅳ－７－ａ．上の質問で(1)以外と答えた方に質問します。どの

くらいの頻度で開講してほしいですか 

(1)週１回48名(33.8%) (2)隔週42 名(29.6%) (3)月１回33名

(23.2%) 無回答19名(13.4%) 

・具体的な開講頻度について尋ねた。 

Ⅳ－８．講座が数回に渡って行われるとしたらどちらの形式が

よいですか 

(1)様々な分野を組み合わせて行うオムニバス形式87名(56.4%)  

(2)１つの分野を連続で行う形式 123 名(39.9%) 無回答 8 名

(3.7%) 

・岐女短で実際に学生へ向け開講している授業科目のキーワー

ドを挙げ、その中で興味のあるものを調べ、公開講座に出来る

内容がないか検討する。 ・具体的な講座形式について尋ねた。 

Ⅳ－９．公開講座に参加できる人数はどの程度がよいですか Ⅳ－１５．以下は、本学で過去に行われた公開講座です。あな

たが興味のある講座は何ですか（複数回答可） (1)２０名以下 72名(33.0%) (2)～４０名 108名(49.5%) (3)～

６０名 19名(8.7%) (4)～８０名 8名(3.7%) (5)それ以上 9名

(4.1%) 無回答2名(0.9%) 

(1)健康とスポーツ 61 名(20.8%) (2)生活と文化 34 名(15.6%) 

(3)生活の中の美術、工芸57名(26.1%) (4)健康と食生活の目的

課題を探る35名(16.1%) (5)学問の楽しみ10名(4.6%) (6)英米

文化への招待16名(7.3%) (7)暮らしの科学と造形24名(11.0%) 

(8)食べることの楽しみ 60 名(27.5%) (9)初心者のための

Windows入門34名(15.6%) (10)英語の諸相13名(6.0%) (11)衣

生活の愉しみ26名(11.9%) (12)異文化発見！35名(16.1%) (13)

・具体的な受講者数について尋ねた。 

Ⅳ－１０．公開講座を受講するならどのような対象の講座に参

加したいですか（複数回答可） 

(1)小・中学生9名(4.1%) (2)高校生19名(8.7%) (3)親子47名

(21.6%) (4)社会人185名(84.9%) (5)高齢者28名(12.8%) 
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もっと健康になれる食生活の科学58名(26.6%) (14)英米文化コ

ミュニケーション 14 名(6.4%) (15)生活をデザインする 53 名

(24.3%) (16)なし13名(6.0%) 

・公開講座の費用について尋ね、妥当と考えられる費用の設定

について検討する。 

Ⅳ－１９．あなたが公開講座受講の証明として望むものはあり

(29.4%) (2)大学の単位 20 名(9.2%) 

。 

で

ていることを知らなかった。

７件、公開講座に対する具体的な要望 12 件、『公開講座を

に率直な意見を聞き、それについて検討する。 

て結果を考察する。 

①

め、全

ルを

めながら考察することにした。 

ますか（複数回答可） 

(1)公開講座の修了証 64 名

・過去に岐女短で行われた講座の内、どの講座に興味があるか

傾向を見る。 

Ⅳ－１６．以下のうち、あなたが興味のある資格は何ですか（複

数回答可） 

(1)英語検定 23 名(10.6%) (2)漢字検定 41 名(18.8%) (3)栄養

士 18 名(8.3%) (4)TES(繊維製品品質管理士) 11 名(5.0%) (5)

インテリアコーディネーター 45 名(20.6%) (6)カラーコーディ

ネーター 46名(21.1%) (7)情報処理 29名(13.3%) (8)TOEIC 19

名(8.7%) (9)TOEFL 10 名(4.6%) (10)介護福祉士 26 名(11.9%) 

(11)ホームヘルパー 20 名(9.2%) (12)保育士 3 名(1.4%) (13)

医療事務 18 名(8.3%) (14)社会労務士 12 名(5.5%) (15)宅建 

12名(5.5%) (16)司書 9名(4.1%) (17)学芸員 16名(7.3%) (18)

心理士 32名(14.7%) (19)CG検定 5名(2.3%) (20)マルチメディ

ア検定 5名(2.3%) (21)画像処理検定 10名(4.6%) (22)秘書 10

名(4.6%) (23)CAD 12名(5.5%) (24)パターンメーキング 15名

(6.9%) (25)ファッション販売 19名(8.7%) (26)ファッションビ

ジネス 14 名(6.4%) (27)その他 7 名(3.2%) (28)なし 25 名

(11.5%) 

・スキルアップなどのため資格に興味がないかと考え、興味の

ある資格について尋ね、傾向を見る。 

(3)公的な資格81名(37.2%) (4)何も望まない82名(37.6%) 

・公開講座を受講することによって、その証明のようなものを

望んでいるか尋ね、検討する

Ⅳ－２０．あなたは興味のある講座があれば受けてみたいです

か 

(1)はい 186 名(85.3%) (2)いいえ 30 名(13.8%) 無回答 2 名

(0.9%) 

・受講意欲があるか尋ねた。 

Ⅳ－２１．公開講座や大学について、意見がありましたら何

もご自由にお書きください。 
『岐女短で公開講座が行なわれ

告知の方法を検討して欲しい』という告知方法についてのクレ

ーム

受けてみたい』という受講意欲6件という結果だった。 
・具体的

 

Ⅲ．クロス集計結果・考察 

 まず、調査領域ごとにまとめ

 基本属性 

基本属性を性別、既婚・未婚、年齢、住所、職業についてク

ロス集計を行ったので、表１・表２・表３に示す。 

今回の調査は｢女性｣が全体の72.5%と偏ってしまったた

Ⅳ－１７．あなたが大学で行われる公開講座に望むことは何で

すか（複数回答可） 

(1)仕事に活かせる資格・技術82名(37.6%) (2)趣味に関する知

識・技術 114 名(52.3%) (3)高度な教養 11 名(5.0%) (4)幅広い

教養 74 名(33.9%) (5)専門知識41 名(18.8%) (6)悩みに関する

相談 9 名(4.1%) (7)人との出会い・コミュニケーション 53 名

(24.3%) (8)その他1名(0.5%) (9) 特になし12名(5.5%) 

体の結果と女性のみに絞った場合の結果を、ライフサイク

含

 

・公開講座を受講するならどのような目的で受講するのか尋ね、

公開講座の重点とする方向性について考える。 

既婚 未婚 既婚 未婚 既婚 未婚 既婚 未婚
15

女
計

計
既婚 未婚 既婚 未婚

男性 14 4 1 60
女性 16 1 6 158
計 218

男性
女性
計

31 11

岐阜市内 岐阜県内 愛知県 その他

単位:人数
表２．調査対象者の住所

24 61

単位:人数

年齢

26 65

50歳代 60歳以上

70 59 43 45

14
56

12
47

17
26

16
29

男性 4 13 7 2

30歳代 40歳代19歳以下 20歳代Ⅳ－１８．公開講座の費用についてお伺いします 

数回の講義等を１講座とした場合、その費用はどの程度ならよ

いですか 性 1 25 6 42 12 3 44 2

表１．調査対象者の性別、既婚・未婚、

－ａ．趣味に関する知識や技術を身につけられる講座の場合は

どの程度が適当だと思いますか 

(1)無料 62 名(28.4%) (2)～2,000 円 83 名(38.1%) (3)～5,000

円 57 名(26.1%) (4)～10,000 円 13 名(6.0%) (5)それ以上1 名

(0.5%) 無回答2名(0.9%) 

－ｂ．仕事に活かせる資格や技術に関する講座の場合はどの程

度が適当だと思いますか 

(1)無料 29 名(13.3%) (2)～2,000 円 57 名(26.1%) (3)～5,000

円74名(33.9%) (4)～10,000円46名(21.1%) (5)それ以上9名

(4.1%) 無回答3名(1.4%) 
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② 趣味・嗜好の傾向 

 趣味・嗜好として65項目の中から興味のあるものについて複

数回答を求めた。15%以上の回答が得られたものを図１に示す。

今回の全体的な集計では｢音楽｣が37.2%で一番多く、次いで｢健

｣(33.0%)、｢ファッション｣(31.7%)、｢スポーツ｣(30.7%)、｢国

旅行｣(30.3%)、｢料理｣(26.1%)、｢インテリア｣(25.7%)、｢ダイ

エット｣(25.2%)、｢パソコン｣(20.6%)、｢海外旅行｣(20.2%)、｢美

 

康

内

術｣(20.2%)、｢手芸｣、｢メイク｣、｢ガーデニング｣、｢芸能｣の順で

あった。この結果から、一般的に健康志向や、移り変わるファ

ッションへの注目、ワールドカップなどスポーツへの関心が高

いことが伺える。しかし、今回の調査対象が女性に偏ってしま

っため、男女別に傾向を比較した。(図２、図３) 男性で 2 位で

ある｢自動車｣は女性では30位、男性で3位である｢パソコン｣は 

16.5

17.4

18.3

20.2

30.3

30.7

31.7

33.0

37.2

0 10 20 30 40

ガーデニング

メイク

手芸

スポーツ

ファッション

健康

音楽

図１．趣味・嗜好(15%以上のもの)

15.6

20.2

20.6

25.2

25.7

26.1

芸能

美術

海外旅行

パソコン

ダイエット

インテリア

料理

(%)

国内旅行

 
 

女性では 15 位であった。一方、女性で 2 位である｢ファッショ

ン｣は男性では 24 位、女性で 5 位であった｢ダイエット｣は男性

では48位であった。男女とも共通して上位になったものは、男

性では1 位で女性では9 位の｢スポーツ｣、男性では4 位で女性

では1位の｢音楽｣、男性では10位で女性では3位の｢健康｣、男

女とも6位の｢国内旅行｣であった。 
 

(上位10位)

20.0

21.7

21.7

23.3

25.0

31.7

33.3

46.7

0 10 20 30 40 50

歴史

地球環境

国内旅行

経済

音楽

パソコン

自動車

スポーツ

(%)

 

図２．男性の趣味・嗜好傾向

18.3

20.0

健康

ガーデニング

 

図３．女性の趣味・嗜好傾向
(上位10位)

24.1

24.1

24.7

25.3

33.5

33.5

34.2

34.2

38.6

40.5

41.8

0 10 20 30 40 50

メイク

海外旅行

スポーツ

手芸

料理

国内旅行

ダイエット

インテリア

健康

ファッション

音楽

(%)

 
 

男性
女性
計

男性
女性
計 1 27 9 23

1 23 6 17
0 4 3 6

高校生 大学生 無職 その他

70 26 16 40
38 19 10 39
32 7 6 1

会社員 公務員 自営業 主婦

表３．調査対象者の職業
単位:人数
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また、現在日本は大不況であると言われているが、趣味に対

して 1 ヶ月に使う金額には人それぞれ上下はあるが、お金を使

っている人は３万円から５万円という人が多く、一般的に趣味

に関してはお金を惜しまない人が多いことがわかる。 
 
③ ライフスタイル・カルチャースクール 
ライフスタイルとして、主な情報源は、｢テレビ｣が 77.5%で

最も多く、次いで｢新聞｣(57.3%)、｢雑誌｣(35.3%)、｢インターネ

ット｣(30.3%)の順となった。｢広報誌｣はわずか 10.1%にすぎな

かった。“② 趣味・嗜好の傾向”で述べた興味ある項目はテレ

ビ、新聞、雑誌などでよく取り上げられるものであり、それら

の情報を自然に目にすることができる。つまり、これらの情報

を自然に得ることで益々興味が沸いているのではないかと思わ

れる。 
次に図書館の利用率からは、ほぼ半数は図書館を利用してい

ないが、残りの半数は図書館を利用して情報を得ていると考え

られる。また、本の好みのジャンルについては、｢暮らし・実用・

旅行｣(38.5%)、｢文芸・ミステリー｣(33.5%)、｢女性・ライフス

イ ・恋愛｣(19.3%)、｢人文・社会・ノンフィクション｣(17.9%)
の

る人は22.9%おり、男性は11 人に1 人、女性は2～3 人に1
に関心が高いことが

伺

など、趣味や生涯教育に関心が向きやすいと考えられ

る

何らかの学習意欲があるように伺える。 

タ

ル

順であった。ここから興味ある公開講座の分野を推測できる

かと思われる。 
 次に、生涯教育施設を利用してカルチャースクールや、お稽

古事をしているかどうか尋ねたところ、何らかの習い事をして

い

人という割合だった。女性の方が生涯教育

える。これは、男女のライフサイクルの差異に深く関係して

いると思われる。一般に男性は職業人としてのアイデンティテ

ィの比重が高く、会社を退職した際などにその切り替えが上手

に出来ず苦しむ人も多いと考えられる。一方、女性は一般に子

供の成長に伴う子離れなどにより、それまでのアイデンティテ

ィを再構築する機会を早く迎えることが出来、男性に比べ長寿

であることからも、様々なアイデンティティを獲得し自己確立

を進める

。1) 
さらに、生涯教育施設を利用している人は、公開講座に対す

る受講意欲も高いのではないかと考えた。しかし、カルチャー

スクールに通っている人で受講意欲のある人は 92.0%、通って

いない人で受講意欲のある人は 83.1%であった。多少、受講意

欲に違いが見られるが、実際に学習時間を持てるかどうかは別

にして、一般的に

また、生涯教育の内容としては、運動分野(スイミング、スポ

ーツジム)や、趣味分野(茶道、陶芸、フラワーアレンジメント、

絵手紙、トールペイント、着付け、大正琴、料理、パン教室、

和裁、合唱、書道、手話)や、スキルアップ分野(パソコン)などが

あった。 

④ 公開講座に対する認知・要望、資格に対する興味 
1) 公開講座に対する認知 
岐女短の公開講座の認知度は 19.7%であった。また、岐阜市

民の中では 38.2%の認知度であった。(図４) 一般的な大学の公

開講座に対する認知度に比べ、岐阜市民に限っても岐女短の公

開講座に対する認知度は低いことがわかった。そのため、公開

講座の告知方法については検討する必要があると考えられる。 
 

(岐阜市民)

無回答

知ら
ない

いる
38.2%

 

2.9% 知って

図４．岐女短の公開講座認知度

61.8%

 
現在本学が行っている方法は、｢

源としての価値が低いため、岐女短の公開講座に対する認知度

が低いと考えられる。つまり、広報誌での告知は一部の人しか

見ておらず、有効に利用されていないのである。そのため今後、

岐女短での公開講座を拡大するのならば、他の媒体の利用も考

えなければならない。例えば、先にも述べたが図書館を利用す

る人が約半数いることが分かったため、図書館でのポスターを

利用した告知も考えられる。また過去の受講者は既婚女性が多

いことから、本学同窓会を利用した宣伝やチラシなどの配布は

有用ではないかと考えられる。また「インターネット」での告

知は、本学のホームページや生涯学習などのサイトを故意に見

なければわからない。そのため今回の調査では、インターネッ

トによる告知での本学講座認識者は見られなかった。 
さらに、岐女短の公開講座を知っている人の中での受講率に

いては、過去15回行なわれた公開講座に対して14.0%、岐阜

広報ぎふ｣と｢インターネット｣

である。今回の調査では、岐女短の公開講座を認知した情報源

は｢広報ぎふ｣が 59.1%と最も多い。しかし、“③ ライフスタイ

ル・カルチャースクール”でも述べたように情報源全体に占め

る｢広報誌｣の利用度は 10.1%と非常に低い。故に広報誌の情報

つ

市民に限っても 19.2%であることが分かった。これは公開講座

を認知している人でも、受講経験者が 20%に満たず、これから

の受講者数の伸びを考えるならば、講義自体の形態や内容につ

いても検討する必要があると言える。(図５) 
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図５．岐女短の公開講座
受講経験(岐阜市民)

あり
19.2%

なし
80.8%

 

 実際に公開講座の形態等について尋ねた結果を、希望の多い

ものでまとめると、『土・日・祝日の午後、1 つの分野を 4～5
回に亘り連続で行う講義、40 人までの社会人向け講座、実技も

含む講義を週 1 回か隔週で行うこと』となる。これは、オムニ

バス形式を除いて、現在まで本学で実際に行っている講座と同

じ形態である。このことから、現在の講座形態自体には受講者

数の伸び悩みの大きな原因は見られないと思われる。 
  
 

 
また、受講経験のある講座内容は、個々の趣味・嗜好の結果

とほぼ一致していることが分かり、公開講座への興味と趣味・

嗜好の傾向は深く関係していると思われる。 
 
2) 公開講座への形態的要望 
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講義の形式について、専門的知識を公開講座に求めるなら｢１

分野を連続して行う形式｣が良いと思われた。しかし、希望形式

別に公開講座に望む傾向を見た場合、趣味の一環としての講座

希望形式とほとんど変化がなかった。(図６・図７) 
  
 

図８．興味のある講座分野
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また、大学による公開講座のイメージについて調べた。「大学

の雰囲気を味わえる」が最も多く(38.5%)、次いで「大学の先生

の講義が受けられる」(36.7%)、「高度な学問の一端に触れられる」

(25.2%)というイメージを持っていることが分かった。これから、

公開講座は『大学生の疑似体験』的イメージを持っている人が

多いことがわかる。 
次に実際に21分野の講座キーワードのうち興味を持ったもの

について複数回答で尋ね、10%以上のものを示す。(図８) 今回

は「心理学」が最も多く(31.2%)、「ファッションデザイン」(25.2%)、
「健康科学」(20.6%)、「食品の安全性」(20.2%)、「インテリアデ

ザイン」(19.7%)、「人間学」(18.3%)、「外国語」(16.5%)の順で

あった。 
 また、本学で過去15回にわたって行われた公開講座のうち興

味をもった講座について複数回答で尋ね、10%以上のものを示

す。(図９)「健康とスポーツ」(28.0%)が最も多く、「食べること

の楽しみ」(27.5%)、「もっと健康になれる食生活の科学」(26.6%)、

3) 資格に対する興味 
 資格について28項目の中から、興味のあるものを複数回答で

尋ね、5%以上のものを示す。(図10) 今回は、｢カラーコーディ 
ネーター｣(21.1%)が最も多く、｢インテリアコーディネーター｣ 
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の順であった。ここで上位に位置するものは公開講座の題目が

わかりやすいが、下位のものは題目が抽象的で具体的な講座内

容が想像しにくいことが原因の一つではないかと考えられる。

た、図８や図９から健康分野、食物・栄養分野、デザイン分

野

ま

、情報処理分野などに興味があることがわかる。これは“② 趣
味・嗜好の傾向”で述べた結果とほぼ一致している。 
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(20.6%)、｢漢字検定｣(18.8%)、｢心理士｣(14.7%)、｢情報処理｣

(13.3%)、｢介護福祉士｣(11.9%)、｢英語検定｣(10.6%)の順であっ

た。資格取得を目的とした講座は各種学校を含め多く、就職・

スキルアップに結びつくため資格に対して興味を持っているこ

とが分かった。ここでの結果も、“② 趣味・嗜好の傾向”の結

果の傾向とほぼ一致していることが分かる。 
 
4) 今後の公開講座に対する要望 
 大学で行われる公開講座に望むことは何であるか尋ねたとこ

ろ、多くの人が「趣味に関する知識・技術」や「仕事に活かせ

る資格・技術」を求めていることが分かった。要望が二極化し

ていることから、講義内容や対象者を明確にし、受講者を増や

すだけでなく、満足度を高めてもらうことが重要であろう。ま

た、「仕事に活かせる資格・技術」を望む人の興味ある資格につ

いて10%以上のものを図11に示した。｢3）資格に対する興味｣

の全体的な興味ある資格の結果(図10)と大差はなかったが、｢漢

字検定｣、｢カラーコーディネーター｣、｢インテリアコーディネ

ーター｣、｢情報処理｣などに20%以上の関心があった。 
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図11．仕事に活かしたい資格
(10%以上のもの)
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また、数回の講義等を受講する場合、その費用はどの程度ま

ならよいか、趣味に関する知識や技術を身につけられる講座

しかし、新田照夫が、『高等教育が提供する専門技術的指導は、

環として、無償もしくは低料

で

の場合と、仕事に活かせる資格や技術に関する講座の場合につ

いてそれぞれ尋ねた。趣味に関する講座より仕事に活かせる講

座の方が金額の許容範囲は大きいようだが、各種学校の高い受

講料等に比べ、大学ではあまり高い費用は望まれていないこと 
がわかる。この問題に関しては、公立大学は私学の経営を圧迫

するという考え方もある。 

生涯学習という公共サービスの一

金で実施されることが望ましい。』2)と述べているように、公立 
 

29.4

37.2
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公開講座の修了証

公的な資格

何も望まない

図12．受講の証明として望むもの
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大学の役割として、地域に対し比較的低料金で生涯学習を行う

意義も非常に高い。 
 次に公開講座の受講の証明として望むものについて複数回答

で尋ねた。(図12)「何も望まない」が最も多く37.6%、「公的な

資格」(37.2%)、「公開講座の修了証」(29.4%)、「大学の単位」(9.2%)
であった。仕事に活かすスキルアップのために受講するなら｢公

的な資格｣、趣味の一環や生きがいのために受講するなら｢修了

証｣など何らかの記念的な証明が欲しいと考えられる。 
 最後に興味のある講座があれば受けてみたいか尋ねた。(図13)
受講意欲「あり」が85.3%、「なし」が13.8%であったため、興

味のあるものなら受講する意思があることが伺える。つまり、

告知方法や講義内容を再検討すれば、より多くの受講者が期待

できると思われる。 
 

なし

無回答
0.9%

あり

図13．公開講座の受講意欲

13.8%

85.3%

 
 

計

表４．図書館利用率と受講意欲の関係

受講意欲あり

ほとんど毎日 5 (2.3)
2～3日に１回 5 (2.3)
週１回 24 (11.0)
月に１回 38 (17.4)
半年に１回 18 (8.3)
年に１回 10 (4.6)
ほとんど利用しない 84 (38.5) (38.5)
無回答 2 (0.9) (0.9)
計 186 (85.3) (85.3)

計

ほとんど毎日
2～3日に１回
週１回 4 (1.8)
月に１回
半年に１回 3 (1.4)
年に１回 2 (0.9)
ほとんど利用しない 21 (9.6) (9.6)
計 30 (13.8) (13.8)

受講意欲なし

(4.1)

単位:人数 (%)

(45.9)
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くらいいるか調べ、表４に示した。図書

のクレ

．まとめ 
 今回の意識調査を行ったことで、公開講座の受講者数の伸び

悩みには大きく２つの原因があることが確認できた。 
第一には、公開講座の告知方法である。講座内容が世間の受

講希望者にまで届いていない嫌いがあり、従来の市の広報誌に

よる告知だけでなくもっとメディアを活用し、活発に情報発信

する必要があるだろう。例えば、新聞やテレビのメディアによ

る広告は効果が高いと考えられるが、宣伝費用を持たない公立

短大では困難である。そういった状況を考慮するのならば、広

報誌やインターネット以外に、図書館など公共施設へのポスタ

ー・チラシの配布、本学同窓会を利用した宣伝などが対費用効

果の面からも、最も良い方法だと考えられる。これらはすでに

大学では行なわれている方法であり、本学の認知度アップや

受講者の開拓という観点からも、積極的に取り入れる価値があ

名、

年

度 112 名であった。対象を限定したものや講座内容がはっきり

ているものは募集定員を希望者数が下回ることはほとんどな

、中には募集定員の倍以上の応募が来る講座もあった。つま

り

講座を行う

ら、意見が若干偏ったものになってしまっ

可能性もある。今後同じ様なテーマで調査する際は配慮した

。 

 

誘い－地域自治のトポスとしての再

また、図書館を年に 1 回以上利用している人で、公開講座を

受けてみたい人はどの

し

く

館を利用している人の45.9%は公開講座の受講を希望している。

つまり図書館へチラシを配布することによって効率的に受講者

を得ることができるのではないかと考えられる。 
 最後に、公開講座に対する意見を自由に書いてもらったとこ

ろ、『岐女短で公開講座が行なわれていることを知らなかった。

告知の方法を検討して欲しい』という告知方法について

、対象者や講座内容を明確に掲示することで、受講希望者の

増加も期待でき、受講者の満足度自体も高まると思われる。 
今回、得られたデータをそのまま反映することは、大学の特

徴や公開講座の意義自体を失う危険性があるが、受講対象者の

生の声と考え参考にしていただけたらと思う。公開

意義は、本学教員の研究内容や成果を公開し、地域に還元する

こと、地域住民に本学についての理解を深めてもらうことにあ

り、これからの岐女短の公開講座が、さらなる地域交流の橋渡

しになれればと願っている。 
なお、今回のアンケート調査は、幅広い層からの回答を心掛

けたつもりであったが、結果として、回答者の多くが女性とな

ってしまったことか

ームや、『公開講座を受けてみたい』という受講意欲が見られた。

このアンケートを行うことで、岐女短の公開講座を認識し、受

講したいという意欲を持ってくださった人が多くいたようで嬉

しい限りである。 
 
Ⅳ

た

いと思っている
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